
No．２２６（２） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

３、４回落選をすると、「審査員が俺の作風とは合わないのだ」 「審査員を沢山だす会に所属する人ばかり
が入選するんだ」 「日展に所属しない有名な作家も沢山いるよ。日展ばかりが絵描きではないよ」 などと
言って「日展」を諦める人が多いのです。 
 私の周りにも 「日展などへ応募するための費用などは金をどぶへ捨てるようなものだから俺は応募しな
いよ」 などと言って日展へは応募しない人も沢山おります。私の周りで日展を捨てた人で大成した人を知り
ません。やっぱり臥薪嘗胆、己の怠け心に勝ち努力を積んだ人が 勝利の美酒を手に入れるのだと信じて
おります。 
人間の４期 即ち「学生期」 「家住期」 「林住期」 「遊行期」のうち「家住期」に於いては わき目も振らず

仕事をし、生活の糧を懸命に稼ぎ､家族を養いました。家族が独立し己も年をとり 現役を離れて「林住期」
へ移って２０年、「林住期」に於ける己の峠であると目標を定めた 「日展入選」 にやっと今、たどり着くこと
が出来たのだと言う達成感に浸っております。 
  「日展入選」 などは大した峠ではないかも知れませんが、人それぞれにその人の人生にとって峠の高
低はありましょうから、己が満足すればそれで幸せであると思っております。 
日展入選作 「ポーズの合間」 は三菱電機本社へ寄贈しました。この絵に先立って示現会奨励賞を貰

った「画室のモデル」は 既に私の心の故郷 「馬電」へ寄贈してあります。 ５年前に「中電」に寄贈した 
示現会展佳作作品の 「椅子に凭れる」と併せ、３つの作品が 私一生の恩義ある働き場所の 三菱電機の
関係場所で、安住の場所を得たことを心の底から嬉しく感謝いたしております。 
  もう一つ場所 「ＭＨＫ」へ来年にでも寄贈にふさわしい作品が出来て、しかもＭＨＫが受け入れてくれ
るのならば是非寄贈をしたいものと思っております。                東京白山爺 神谷昭美 
 
 
 

 

 

 
上毛新聞(平成 23 年 10 月 31 日) 

＜馬電に寄贈された、示現会奨励賞作品「画室のモデル」は、 馬電正面玄関に設置されました＞ 


